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植物肉の栄養・健康面、原料面と環境面の特徴に対する中国消費者の嗜好分析 
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背景・ねらい
 所得水準の上昇や食習慣の変化により、世界で肉
類の消費量が増加しつつある。OECD/FAO は 2030 年
の世界の肉類由来タンパク質の需要は、2018～2020
年の基準期間平均と比較して 14%増加すると予測して
おり、動物性タンパク質の需要・供給増にともなう人間
の健康と環境の持続可能性への影響に関する懸念が
課題となっている。近年、大豆や小麦、エンドウ豆、こん
にゃく、ソラマメなどの植物由来の原料を用いて作る代替
肉の一種である植物肉は、栄養・健康面、原料面、環
境面といった多くの利点から、持続的な食料システムに
重要な貢献を果たすことが期待されている。従来の食肉
と比べると、植物肉には様々な異なる特徴があり、食品
メーカーはこれらの特徴を消費者に示すことで植物肉の
効用をアピールすることができる。しかし、植物肉はまだ市
場で広く普及していないため、消費者の嗜好に関する理
解はまだ不十分である。植物肉に対する消費者の認識
や受容をより深く理解し、その普及を促進するためには、
消費者の嗜好をより詳しく研究する必要がある。
従来の食肉の消費者が植物肉の潜在的な消費者

であることを踏まえ、本研究では、世界最大の食肉およ
び植物肉消費市場であり世界最大の食肉輸入国でも
ある中国の主要な5つの都市を対象に、ベスト・ワースト・
スケーリング手法（BWS 手法、図 1）を用いて 2,500 人
を対象とした大規模な消費者調査を実施する。定量化
しやすい植物肉の 13 の特徴を文献調査に基づいて選び
出し、消費者がどの特徴を最も重視しているかを計量分
析により明らかにしたうえで、消費者の社会的特性に応
じた嗜好パターンのばらつきについても検証する。

成果の内容・特徴 
1. 植物肉の主要な 13 の特徴のうち、調査対象の消費
者が最も重視するのは豊富な食物繊維（1 位）、ホ
ルモン剤非含有（2位）とコレステロール非含有（3位）
である。植物肉を選ぶ理由として、消費者の 17%、
13.1%、11.7%がそれぞれ、豊富な食物繊維、ホルモン

剤非含有とコレステロール非含有を最も重要な理由と
して挙げている（表 1）。 

2. 最も重視されていない特徴はエンドウ豆たんぱく質
（11 位）、炭素ラベル（12 位）、ビーガンフォーミュラ
（13 位）であった。栄養・健康面、原料面、環境面の
特徴のうち、調査対象の消費者は栄養・健康面の特
徴を重視する傾向がある（表 1）。

3. 回答者の選択傾向に基づいて、潜在クラスモデル
（表２注）を用いて３つのグループに分類し、各消費
者を最も所属する確率が高いグループに割り当てた。特
徴に対する重要性の順位はグループ間で異なっていた
が、全てのグループの消費者が最も重視する 3 つの特
徴は、栄養・健康面の特徴であった（表 2）。

4. 消費者の社会的特性に応じ、栄養素や成分に対す
る嗜好は不均一である。健康的な栄養素を好むグルー
プは、健康に有害な成分を嫌うグループより、所得が高
く、年齢が若く、男性が多く、肉類の支出が高い（表
2）。

成果の活用面・留意点    
1. これらの成果は植物肉に対する消費者の嗜好につい
ての理解を深め、植物肉の普及を促進する政策立案
の科学的根拠として用いることができ、持続的な食料
システムの実現に貢献することが期待される。

2. 消費者の嗜好は不均一であるため、それに応じて特
定な消費者層をねらった普及促進方針を策定すること
ができる。

3. 中国の主要な 5つの都市の消費者を対象として得ら
れた成果であり、その他の市場を利用する場合は、現
地の消費者の特性等を十分に考慮する必要がある。
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健康や環境への関心が高まる近年において注目を集める植物肉には、従来の食肉と異なる特徴があり、消費
者嗜好の理解に基づく政策立案は持続的な食料システム実現に貢献し得る。中国における大規模調査は、消
費者が、植物肉の主要な 13の特徴のうち、環境面や原料面の特徴よりも、豊富な食物繊維、ホルモン剤非含
有、コレステロール非含有など栄養面や健康面の特徴を重視する傾向を示す。一方、消費者の社会的特性に
応じて嗜好パターンは不均一であり、健康的な栄養素を好む、健康に有害な成分を嫌うなどの傾向がある。 
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特徴 重要性の順位 嗜好の割合 
豊富な食物繊維 1 17.0% 
ホルモン剤非含有(注) 2 13.1% 
コレステロール非含有 3 11.7% 
高タンパク 4 11.5% 
トランス脂肪酸非含有 5 10.3% 
ミネラル(鉄)含有 6 7.3% 
低脂肪 7 6.7% 
低カロリー 8 5.3% 
大豆たんぱく質 9 4.7% 
低炭水化物 10 3.7% 
エンドウ豆たんぱく質 11 3.4% 
炭素ラベル 12 2.9% 
ビーガンフォーミュラ 13 2.6% 

 各グループの消費者が最も重視する 3 つの特徴 
重要性の順位 健康的な栄養素 

を好むグループ 
中間的な嗜好のグループ 健康に有害な成分 

を嫌うグループ 
1 (+) 豊富な食物繊維  (+) 豊富な食物繊維  (–) ホルモン剤非含有 
2 (+) 高タンパク (–) ホルモン剤非含有 (–) トランス脂肪酸なし 
3 (+) ミネラル(鉄)含有 (+) 高タンパク (–) コレステロール非含有 
消費者の割合 47％ 24% 29％ 
社会経済変数 
所得（低～高 7 つの所得区分） 0.19*** 0.05 ベースライン 
年齢 -0.11** -0.01 ベースライン 
性別（女性=1,男性=0） -0.24** -0.24** ベースライン 
肉類支出（低～高 4 つの支出区分）    0.43*** -0.01 ベースライン 

図 1 回答者に提示された BWSの組
み合わせの例 
回答者に各選択肢の中で最も好みの属性
を 1 つ、最も好まない属性を 1 つ選択するよ
う求め、回答者は●をつけて選択する。 
（注）BIBD (Balanced Incomplete Block 
Design): 釣合い型不完備ブロック計画。 
 

表 2 潜在クラスモデル(注)による消費者のセグメンテーションと特性 
（注）潜在クラスモデルは、観測された個体はいずれかの潜在クラスに属すると考えるモデルである。 
 

 

図表は Wu et al. (2024) © The Autor(s) 2024 より転載/改変して作成 

青：栄養・健康面の特徴 
赤：原料面の特徴 
緑：環境面の特徴 
嗜好の割合はその特徴を最も重視する消費
者の割合を示している。 
（注）中国では畜産業でのホルモン剤の使
用が禁止されているが、文献によれば懸念す
る消費者が多い (Wang (2022) Meat 
Science 194: 108982)。 

表 1 混合ロジットモデルで推定した各
特徴に対する嗜好の割合 

(+)は植物肉を摂取すれば、健康に有益な栄養素が増加することを示す。 
(-)は植物肉を摂取すれば、健康に有害な成分が減少することを示す。 
**は 5％、***は 1％水準で有意あり（Wald-test）。 
 
 
 
 


